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SIBEXにっ いて
星 合 孝 男
南大 洋 の海 洋生 態 系 に対 す る理 解 を よ り深 め る こ と,
南大 洋 の海 洋 生 物 資 源 管 理 の た め の 基 礎 資 料 を 得 る こ と
の二 つ の 目的 を 掲 げ たBIOMASS計 画(Biological　In・
vestigations　of　Marine　Antarctic　Systems　and　Stocks:
南 極海 海 洋 生 態 系 及 び 海 洋 生 物 資 源 に 関 す る生 物 学 的研
究 計画)は1977年か ら1986年の10年に わ た る国 際 共 同研
究 で あ る.こ の計 画 に は2回,参 加 各 国 が一 斉 に,多 数
の 調査 ・研 究 船 を,あ る特 定 海 域 に 派 遣 し観 測 を 行 う計
画 が 含 まれ て いた.第1回 目は1980～81年の 南 半球 夏期
に行 わ れ たFIBEX　(First　International　BIOMASS　Ex-
periment:　第1回 国際BIOMASS実 験)で あ っ た.
SIBEX　(Second　Intemational　BIOMASS　Experiment:
第2回 国際BIOMASS実 験)は,そ の 第2回 目 と して,
1983～84年,1984～85年の2期tc分 け て 実 施 さ れ る もの
で あ る.
FIBEXの 調 査 は,ス コシ ア海,イ ン ド洋 の か な り広
汎 な 海 域 で の ナ ンキ ョ クオ キ ア ミの資 源 昂:推定 に 重 点 を
置 い て な され たが,SIBEXで は,特 定 の 中 規 模 海 域 に お
け る生 態 系 の 調査,研 究 が 目標 とな って い る.南 極 海 の
海 洋 生 態 系 の 中 で,ナ ンキ ョ クオ キア ミが そ の 中 心 的 位
置 を 占め る こ とは言 うまで も な く,ナ ンキ ョクオ キ ア ミ
の 研 究 に 重 点 が置 か れ る.し か し,ナ ンキ ョクオ キ ア ミ
が,ど こに,ど の 位 とい う調 査 だ け に1Lまらず,そ こに
居 るナ ンキ ョクナ キ ア ミは,何 を 食 い,ど の よ うに 成 長
し,性 的 成 熟 を 遂 げ るのか とい った よ うに,ナ ンキ ョク
オ キ ア ミを め ぐ る多 くの課 題 が,動 的 に 追 求 され る こ と
に な って い る.し た が って,海 洋環 境 条 件 は,例 え ば,
動 植 物 プ ラ ン ク トンの 分布 を 規定 す る要 素 と して の 面 か
ら調 べ られ るで あろ う し,植 物 プ ラ ン ク トンは,植 食 性
動物の餌 としての認識を前提に調査されるであろう.ペ
ンギン,ア ザラシは,ナ ンキ ョクオキア ミの捕食者とし
て重要視される.　SIBEXには,水 線の生態研究が含ま
れているが,定 着氷縁から浮氷帯を経て開水面に至る海














近傍 を南下,再 び南緯60度付近に至る,こ の付近で再









開洋丸は,オ ーストラリア,フ ランス,南 アフリカの
観測船 と共同して,プ リッヅ湾沖の調査 ・研究を実施す
る.プ リマン トルを出てから,開洋丸は西南進 し,南緯46
度東経75度付近から,進路を南にとる.途 中,ハ ー ド島
周辺で稚魚の調査を行った後,ブ リッヅ湾調査海域に至
'd-`et-t
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り調 査,研 究 に 従 事 す る.一 ・旦,ポ ー ト ・エ リザ ベ スに
物 資 補 給 のた め 寄 港 した 後,再 び,調 査海 域 に もど る.
第2回 目に は,で き るだ け 南進 して 調 査を 行 う計画 で あ
る.調 査 終 了 後 は,フ リマ ン トル}こ帰 る.　FIBEXに 際
して の オ ー ス トラ リアの 調 査 に よる と,ブ リッ ヅ湾 付 近
は,ナ ンキ ョ クオ キ ア ミを は じめ,生 物量 の 多 い とこ ろ
だ とい うこ とで あ る.生 物 分布 と環 境 との関 係,生 物 の
種 間 関 係 に つ い て の情 報 が 得 られ る で あ ろ う.
「し らせ 」が 「ふ じ」に 替 わ って 初 め て の航 海 を行 う.
輸送 物 資 の 増 加,セ ー ル ロン ダ ー ネ 地 域 の 予 備調 査 な
ど,多 岐 に わ た る行 動 が 予 定 され て い るが,極 海 で の 行
動 日数 が18[1延び た こ と もあ って,1983～84年,25次を
皮切 りに,3年 計 画 で,浮 氷域 の 生 態 系調 査 が実 施 され
る.本 年,フ リマ ン トル を 出た 「し らせ 」 は,昭 和 基 地
に接 近 す るに 先立 って,リ ー セ ル ラル セ ン'「島 沖 の グ ン
ネ ル スパ ン クで の 調 査 を 行 う.つ い で,「 し らせ 」 が 昭
和基 地 に接 近 す る の に従 って,昭 和 基 地 周辺 へ 調 査海 域
を 移す.昭 和 基 地 で の輸 送 ・建 設 を 終 え た 後 「し ら せ 」
は,七 一 ル ロ ンダ ー ネ地 域 の 予 備 調 査 の ため に,ブ ライ
ド湾に 廻 航 す る.こ の 際,ブ ライ ド湾 の浮 氷 域 で の調 査
を行 う,さ ら に,七 一ル ロ ン ダー ネ の 予備 調 査 の終 了を
ま って,「 しらせ 」 は,再 び,グ ンネ ル ス パ ン クに赴 き,
調 査 ・研 究 を 実 施 す る.
浮氷 域 内で の 船 舶 の 行 動,調 査 作業 は 極め て 困難 であ
り,こ の海 域 での 調 査 結 果 は 極 め て 乏 しい,し か し,実
際 に,浮 氷 域 には,ア ザ ラシや 海 鳥 が 多い.そ の理 由を
知 る情 報 を,何 とか 得た い とい うもの で あ る,
以L,　SIBEXに参 加す る 日本 の 各般 の 計 画 を 中 心 に,
SIBEXに つ い て,そ の あ ら ま しを 述 べ た.と ころ で,
諸 外 国 の 計画 は ど うな って い るで あ ろ うか,　BIOMASS
Report　Series　No.　29の記 述 を 一 部改 変 し表 に ま とめ た
もの が 前 表 で あ る.冒 頭 に述 べ たSIBEXの 目標 に|i・]・
て,多 くの 調 査 ・研究 が な され る有 様 を ご理 解 いた だけ
る と思 う.(唯 者;国 立 極地 研究 所 資料 一ド幹)
南極鉱物資源特別協議会議
吉 田 栄 夫
1983年7月11日か ら22日まで,ラ イ ン川 の ほ と りの緑
濃 い 西 独 の 首 都 ボ ンで,表 題 の 会議 が開 か れ た.こ れ は
昨年6月 のニュージーランド,ウエ リントンでの第1回
会議,回 し場所での本年1月 の非公式会議に引続 くもの






























境保護については 非常 に配慮 が払 われているものであ
る.










果してそのように進 む のか,そ れともさらに長期に亘
る熱い討議を重ねなけ れ ば ならないのか,予 測は難 し
い.
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第25次隊は,第23次から始まった観測の重点項 目であ
る宙空系の 「中層大気総合観測(MAP)」,雪氷 ・地学系





















































































































































1]の出岬 南 部,二 番 岩,か す み 氷 河,か す み 岩,碁 盤 同
君,長 岩,明 るい 岬 東 部,明 る い 岬西 部,だ る ま岩,
計9稲 類.各 地 図1:25,000.1982年3月 国土 地 理 院
発 行.




5」]18111～5月21日　 Dr.　LONGTON,　R,(英 リー デ ィ
ング大 学 准 教 授)
6月6n～6月9日 　 Dr.　SEPPELT.　R.　(オー ス トラ
リア南 極 局 研 究 員)
6月13日　 Dr.　POMERANTZ,　M.　(米デ ラ ワー大 学 教
授)
7月8日 　 Dr.　LAMBRIGHT,　H.　(米シ ラキ=一 ス大
学 教 授),　Mr.　BERGER,　G.　(南カル フ ォル
ニ ア大 学 東 ア ジ ア研 究 所研 究 員)
7月15口　 Dr.　SCHLEGEL,　K.　(ドイ ツマ ッ クス プ ラ
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黄 茂桓Huang　Maohuan　(中国 科 学 暁 闇 州
氷 河 凍 土研 究 所 副 教 授)
Mr.　THOMSON.　R.　(;ユ ー ・ジ ー ラ ン ド
工 業 科学 者 南 極 局長)
Mr.　NELSON,　P.　← ユー ・ジー ラ ン ド南






















































.・ 月 ⊥ ・ 月
消費量 臓 副 鵬 ゼ 残 量
・4,・88・82.M7ミ ・3β53!
1168・294
4・ggl・乳 … も…1 42,381
第4回 南極地学シンポジウム
開 催 日:昭 和58年10月28日(金)～10月29日(土)
場 所:国 立 極 地 研 究 所 講 堂
問 合 せ先:地 学 研 究 部 門
(962>4711内354(神沼,森 脇)
な お,発 表 中 込み の 締切 日は9月10日(土)
{で す ・
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　 sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)














































海 岸地 球 局 と船 舶 地 球 局 を 太 平 洋,大 西 洋,イ ン ド洋
の赤 道 上 空に あ る3つ の 静 止 衛 星 で 結 び 高緯 度 を除 く.
地 球 上 の 全て の海 域 か ら高 品 質 の 通 信 を 確 保 す る,マ リ
サ ッ トシ ス テ ム　(MARISAT　System:海事 衛 星 通信)
は,1976年ア メ リカで 開 始 され,1982年2月 か ら国 際 的
な イ ンマ ル サ ッ トシス テ ム(INMARSAT　System　:国際
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2月 か ら,ソ リ付 観 測室tcマ リサ ッ トシス テ ムの 送 受 信1

















と な る.こ の 距 離 は 約0,3秒 の 遅 延時 間 を 生む,従 って1
～南 極
か ら 「モ シ モ シ」と言 って 日本 か ら 「ハ イ!」と返 事 モ
が 返 って く るの は,さ らに0.3秒後 の0.6秒 後 と言 うご ミ
～
とに な る・ ミ
ち なみ に1通 話3分 間 の 基 本 料 金 は5700円,それ を超}を
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